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知事 ：“サバイバルクッキング”や“缶乾レシピ”も、防
災だけではなく、普段の生活にも役に立つので、み
んな参加しやすいでしょうね。

久保田：そうですね。最近、日本のあちこちで地震が起こ
り、その怖さを実感している方も増えているので、
若い人にも防災意識は浸透してきたと思っています。

知事 ：このような誰もが簡単に取り組むことが出来るアイ
デアが出てくる秘訣を教えてください。

久保田：女性の防災部会委員やアドバイザーも在籍していま
すので、日常生活にも役立つ防災アイデアを出して
いただいています。女性たちが加入してからは活動
が盛んになり、知事からも表彰状をいただけるとこ
ろまで発展しました。また、私と協議会の会長は
元・消防署員だったので、防災に関して地域の皆さ
んとも強力な体制がとれ、さまざまな提案や訓練な
どの手法を考え出していけたのではと思います。

知事 ：久保田さんのような防災のプロと、普段の暮らしを
知る女性たちなど、多様なメンバーの掛け算によっ
てベストな体制ができたんでしょうね。

久保田：偶然でしょうけど、私たちは恵まれた時代に加入したということです。
知事 ：最後になりますが、今後、部会として取り組んでいきたいことをお願いします。
久保田：これからは避難時の要援護者の対応も考えていきたいです。また、この地区ではペットを飼っておられ

る方が多いため、避難時のペット対策も必要です。今はペットを、我が子のように育てる人も多いので
積極的に取り組んでいきたいです。

自分たちの街は自分たちで守るため、部会員の皆さんと日
常生活の中で防災への取り組みができるアイデアを考えて
いる久保田さん。

在宅避難用に考えられた“缶乾レシピ”。仕事や育児に
時間がとられ、ゆっくりと料理ができない方にもおす
すめです。

釣り用のベストのポケットに、懐中電灯などの防災グッズ
をたくさん詰めた防災ベストを試着。
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知事 ：今、おっしゃっていただいたように地域の実情に応じた課題を、これからも知恵を出し合って克服して
いただければと思います。

久保田：がんばります。
知事 ：がんばってください。ありがとうございました。
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